
広報にほんまつ 2012. ７

7

▽
一
般
住
宅
除
染
事
業
に
お
い
て
、

18
歳
以
下
の
子
ど
も
お
よ
び
妊
婦

の
い
る
全
世
帯
の
除
染
を
早
期
に

完
了
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

１
０
，
０
０
０
，
０
０
０
千
円

▽
水
田
お
よ
び
草
地
の
除
染
な
ら

び
に
平
成
24
年
産
米
全
袋
検
査

に
要
す
る
経
費

１
，
８
２
９
，
０
４
４
千
円

▽
食
の
安
心
安
全
を
守
り
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
図

る
た
め
、
学
校
給
食
食
材
検
査

機
器
の
充
実
に
要
す
る
経
費　

　

３
９
，
４
５
０
千
円

▽
学
校
、
幼
稚
園
お
よ
び
保
育
所

の
除
染
、
放
射
線
量
低
減
化
を

一
層
推
進
す
る
た
め
、
周
辺
植

栽
の
伐
採
等
の
経
費

１
５
９
，
９
３
１
千
円

▽
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事

業
と
し
て
、
支
所
、
住
民
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
学
校
等
の
防
災
拠

点
施
設
へ
、
太
陽
光
発
電
設
備

設
置
を
進
め
る
た
め
の
設
計
費

６
，
３
０
０
千
円

工
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計　

　

小
沢
工
業
団
地
工
場
用
地
の
一

部
を
企
業
に
分
譲
し
た
収
入
に
よ

り
、
安
達
地
方
土
地
開
発
公
社
へ

の
支
払
い
を
一
部
繰
り
上
げ
て
措

置
す
る
も
の
で
す
。

【
６
月
定
例
会
提
案
内
容
】

　

条　

例　

等　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
と
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

　

資
産
割
を
２
分
の
１
に
引
き
下

げ
、
応
能
・
応
益
の
賦
課
割
合
も
、

医
療
分
に
つ
い
て
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
と
同
じ
50
対
50
と
す
る
も

の
で
す
。
算
定
の
結
果
、
被
保
険

者
１
人
当
た
り
の
税
額
は
、
医
療

分
と
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
を
合

わ
せ
た
額
で
２
６
３
円
の
引
き
下

げ
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
介
護
分
は

算
出
基
礎
数
値
等
の
確
定
に
よ
り
１
，

１
９
６
円
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

予
算
の
補
正
に
つ
い
て
、
歳
出

で
は
、
医
療
費
の
必
要
額
を
推
計

し
た
結
果
、
総
額
で
３
３
７
，
５

２
７
千
円
の
増
額
。
歳
入
で
は
、

国
庫
支
出
金
等
の
再
積
算
を
し
、

税
に
つ
い
て
は
、
一
般
被
保
険
者

の
総
所
得
金
額
の
増
、
評
価
替
え
と

大
震
災
に
伴
う
評
価
額
の
減
価
に
よ

る
総
資
産
額
の
減
等
を
踏
ま
え
、
再

計
算
し
た
結
果
２
７
０
，
４
８
６
千

円
の
減
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

 

補　

正　

予　

算 

一
般
会
計

　

今
回
の
補
正
で
は
、
歳
出
補
正

総
額
は
１
２
４
億
４
，
１
１
２
万

５
千
円
、
歳
入
補
正
総
額
は
１
２

４
億
３
，
５
１
７
万
円
と
な
り
、

不
足
す
る
５
９
５
万
５
千
円
は
、

予
備
費
を
減
額
し
ま
す
。

主
な
歳
出
の
補
正
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
平
成
23
年
度
末
に
交
付
さ
れ
た

復
興
交
付
金
を
元
に
し
た
、
復

興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
事

業
費　
　

 

３
０
，
０
０
０
千
円

▽
10
月
か
ら
県
に
お
い
て
実
施
す

る
18
歳
以
下
の
県
民
医
療
費
無

料
化
助
成
事
業
の
経
費

　

１
７
，
５
５
４
千
円

６
月
定
例
会
は
、
６
月
５
日
に
招
集
さ
れ
、
20
日
ま
で
の
16
日
間
を
会
期

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
主
な
議
案
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
保
税
条
例
の
一
部
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
提
案

市 議 会
６月定例会

希
望
の
復
興

希
望
の
復
興

　
　
　

輝
く
未
来

　
　
　

輝
く
未
来

希
望
の
復
興

希
望
の
復
興

　
　
　

輝
く
未
来

　
　
　

輝
く
未
来

希
望
の
復
興

　
　
　

輝
く
未
来

〜
市
長
か
ら
の
手
紙
〜

　

脱
原
発
社
会
へ

　　

原
発
事
故
に
よ
っ
て
、
福
島
第
一

原
発
が
爆
発
し
、
人
間
の
手
で
制
御

不
能
の
モ
ン
ス
タ
ー
と
化
し
ま
し
た
。

　

事
故
の
深
刻
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

政
府
の
情
報
開
示
や
対
策
が
遅
々
と

し
て
進
ま
な
い
こ
と
に
危
機
感
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

原
発
は｢

三
重
の
壁｣｢

五
つ
の
防
護

策｣

で
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
絶
対
安
全

で
あ
る
。｢

日
本
で
は
、
原
発
で
大
事

故
は
絶
対
に
起
き
な
い｣｢

原
子
力
村｣

の
人
々
が
主
張
し
て
き
た｢

安
全
神
話｣

は
、
一
瞬
に
し
て
崩
壊
し
ま
し
た
。

　

原
発
事
故
後
も
依
然
と
し
て
変
わ

ら
な
い
原
子
力
界
が
持
つ
唯
我
独
尊

的
、
閉
鎖
的
な
体
質
。

　

安
全
文
化
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
欠
如
、

モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
。

　

こ
こ
に
安
全
が
あ
る
と
宣
言
し
て

し
ま
っ
た
か
ら
、
事
故
が
起
き
た
際

の
対
策
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
用
意
し
な

か
っ
た
。

　

｢

安
全｣

は
、
不
断
の
努
力
に
よ
っ

て
、
一
歩
で
も
近
づ
く
目
標
で
あ
り
、

向
か
う
べ
き
目
標
、
向
か
う
べ
き
方

向
で
す
。
今
の
状
況
で『
原
発
が
安
全

だ
』と
い
う
者
は
、
曲
学
阿
世
の
人
だ
。

　
｢

原
発
は
安
全｣｢

ク
リ
ー
ン｣｢

コ
ス

ト
が
安
い｣

と
声
高
に
主
張
し
過
大
な

権
限
を
行
使
し
て
き
た
原
発
関
係
者

や
推
進
し
て
き
た
政
治
家
の
責
任
は
、

極
め
て
大
き
い
。

　

原
発
は
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
て

お
り
ま
す
。
使
用
済
み
核
燃
料
の
処

理
処
分
。
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
。
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
整

備
。
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
な
ど
。

　

こ
れ
か
ら
一
〇
〇
万
年
も
の
間
、

放
射
性
物
質
を
管
理
し
続
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
は
、
四
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
ひ

し
め
き
合
う
場
所
に
形
成
さ
れ
て
い

る
地
震
列
島
で
す
。
世
界
一
の
地
震

国
で
五
十
四
基
の
原
発
が
建
設
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

巨
大
地
震
や
大
津
波
、
大
洪
水
、

電
源
喪
失
、
テ
ロ
、
飛
行
機
墜
落
事

故
な
ど
、
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
を
考
え
、

安
全
対
策
を
図
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

　

日
本
の
こ
れ
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
は
、石
油
に
替
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
、
原
子
力
し
か
選
択
の
余

地
が
な
い
よ
う
な
体
制
、
原
子
力
開

発
が
至
上
命
令
的
に
、
他
に
優
先
し

て
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
支
援
・
投

資
が
欧
米
諸
国
と
比
べ
て
極
端
に
少

な
く
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は

大
き
く
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

大
飯
原
発
再
稼
動
は
、
被
災
地
首

長
と
し
て｢

反
対｣

で
す
。

　

｢

脱
原
発｣

原
発
に
依
存
し
な
い
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
！

　

新
し
い
日
本
が
明
日
へ
向
か
っ
て

踏
み
出
す
、
大
き
な
一
歩
と
な
る
よ

う
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。


